
JP 2001-223078 A5 2008.3.13

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成20年3月13日(2008.3.13)

【公開番号】特開2001-223078(P2001-223078A)
【公開日】平成13年8月17日(2001.8.17)
【出願番号】特願2001-17758(P2001-17758)
【国際特許分類】
   Ｈ０５Ｂ  33/12     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/02     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０５Ｂ  33/12    　　　Ｅ
   Ｈ０５Ｂ  33/02    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月24日(2008.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　第１のスペクトルを有する光を放出する有機発光素子と、該有機発光
素子によって放出された光の一部を吸収しかつ第２のスペクトルを有する光を放出するホ
トルミネセンス層とを含む光源であって、前記ホトルミネセンス層によって吸収される部
分の光が前記有機発光素子によって放出された光の全部ではないことを特徴とする光源。
　　【請求項２】　前記ホトルミネセンス層が蛍光体層である、請求項１記載の光源。
　　【請求項３】　前記蛍光体層が光を散乱させる離散蛍光体粒子を含む、請求項２記載
の光源。
　　【請求項４】　前記蛍光体層が該蛍光体層中に混入された散乱粒子を更に含む、請求
項２記載の光源。
　　【請求項５】　前記有機発光素子が第１の波長を有する光を放出し、前記ホトルミネ
センス層が平面状の層で第２の波長を有する光を放出し、前記有機発光素子によって放出
された光が前記平面状のホトルミネセンス層によって放出された光と混合されて白色光を
生じる、請求項１記載の光源。
　　【請求項６】　前記平面状のホトルミネセンス層が少なくとも１種の無機蛍光体を含
む、請求項５記載の光源。
　　【請求項７】　前記少なくとも１種の無機蛍光体が(Ｙ１－ｘ－ｙＧｄｘＣｅｙ)３(
Ａｌ１－ｚＧａｚ)５Ｏ１２　（式中、ｘ＋ｙ≦１、０≦ｘ≦１、０≦ｙ≦１、かつ０≦
ｚ≦１）から成る、請求項６記載の光源。
　　【請求項８】　前記ホトルミネセンス層から独立した散乱粒子の層を更に含んでいて
、前記散乱粒子は前記蛍光体層によって放出された光を散乱させる、請求項１又は請求項
２記載の光源。
　　【請求項９】　前記ホトルミネセンス層が少なくとも１種の無機蛍光体を含み、前記
有機発光素子によって放出された光が前記少なくとも１種の無機蛍光体によって放出され
た光と混合されて白色光を生じる、請求項８記載の光源。
　　【請求項１０】　有機発光素子を形成する工程と、前記有機発光素子上にホトルミネ
センス材料の層を形成する工程とを含む照明装置の製造方法であって、前記ホトルミネセ
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ンス材料の層は前記有機発光素子によって放出された光の全部を吸収することはなく、か
つ前記有機発光素子によって放出された光は前記ホトルミネセンス材料によって放出され
た光と混合されて白色光を生じる、方法。
　　【請求項１１】　前記ホトルミネセンス材料が少なくとも１種の無機蛍光体を含む、
請求項１０記載の方法。
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